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じ 斉藤稔， r社会主義経済論序説J大月書庖， 19百年， 4ベー ジ，たとえば「プルジョワ民主主義
の未発達」のもつ意味についての分析。
わ斉藤，同意 l章2節ぬ

























採り入れたものである。インド省手形の歴史とその機能については， Memor叩 dum011 the 
Sale of Council Bills and Telegraphic Transfers. Suhmmitted to the Royal Commission 
011 Indwn Finance， by F 羽T.Newmarじh:Royal Commissirm on Indian Finance and 
Cllrrency， 1914 (cd. 7070)， pp. 217-:~~ 去照
市民概念と社会主義 (269) 25 
う。だがどちらを言っているのかは明確でないことが多い。それがすくれて西
洋の歴史に内在した概念，言葉だからだろう， と思われる。









方， ジ Tワイヤン cltoyen，'/ティスン citizenはラテン諾の civisから
きている言葉である。 CIVlSは civitasからきておりロ マ時代の都市国家=
政治的共同体，の完全な権利・義務を有する正規の成員のことである。 CIVltas
は city，citeの語源である。 ドイツ語には c1toyenに対応する内生的な言葉
はない。ロシア語も同じである。このことは近伏ドイツ，ロシアに一つの暗示
を与えると思われるべ
更に，この citoyen概念は近代に至って， sujet， subject， Untertan Ct:5J心
の対立概念、として現われてくることも周知である。
3) 株主ι「ドイツ中世都市法の研究」創士社， 1975年， 178ベー シ。









広松渉.，唯物史観の原像」三一書房.1972年， ルテア ノ グルツピ，宮川ー 佐藤訳「マノレ
クス主義国家論j現代の理論社.1971年を参照L
26 (270) 第120巻第5田6号
それは国家了解の二つの型の違いをも示している。即ち， state， etat， Staat， 
rocy，lapCTBO，という系統と対をなして commonwealth，repubIic.がある。独
・霞語にはこの系統の語はないようだ。 commonwealthは civitasの英訳で
ある (Hobbes • Leviathan)o repub1icはラテン語 respublicaからきており
public concernとし、う意味で同系である日。
前者の系統の語源はラテン語の statu5である。(乙れと civitas，res publicaと
は別の意味をもっ。〉こり語を近代的なものに媒介したのが中世イ夕日ア詰の
statoである。いみは， 権勢，支配権力， 権力者の幕僚機構， 支配機構を示
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7) 堀米)ilf三車司し「西欧精神白探求JNHK出版， 197匠手， 21へ ジ。
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この点エンゲルスも中世都市を非封建目的なものとみていた。 Marx.Engels Werke， Dietz 
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方西ロシアでは， ピョートノレ大帝 (1回9~1725) の時代で，都市，約~50，
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この臣民からシトワイヤンヘの転化が，この場合，王政の終り=近代の成立
のいみであった。 フランス草命は従って， 王政と共に様々の中刊の特権団体
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52) 宮沢俊誌編， ，世界憲法集」第二版，岩渡土産.19770年， 307-308へ ジ。デラヴ片ルへ，竹
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5;)) 市民といし、市民社会といし、言葉としに理念とし C操作される文章に多ぐ出会Lへtつも違和惑を
もっていた。そこで，その歴史的背最，現実的基盤を見出L，それによって檀我の遣いと同ー を
見山そうと試みたのが本稿である。
